	親子孫100年の計「理のある５つの法則」


年齢を越えて　３世代の調和  ⇒  親・子・孫　は100年にわたる時を越えての学びの場
親は子どもを選べない。子どもが親を選んでやってくるのだそうです。
第一、もしその時、この中から好きな子を選びなさいと言われたとしても、一体どんな方法で私の「こんな可愛い子」をどういう基準で選びだせたと思いますか？
(性別、長男長女、一人っ子、家庭環境なども…　自分の努力では変えられない事柄を宿命といいます)
今後、どんなに生命科学が進歩しても、命も子もどこまでいっても借り物、授かり物。
男女や障害の有無などで子どもを生まれる前から選別してはいけないのです。
赤ちゃんが生まれる前の夫婦の心づかい（胎教）や環境は大切です。無理をせず、楽しんでいきましょう。
· 子は一世　夫婦は二世　主従三世　他人は五世　　自分の血縁には淡くし、あまり縁もない他人ほど手厚くすべき

· 親が子となり、子が親となり、恩のおくり返しあい。

· 夫婦は子どもを授かり、預かり、自分の親の思いを知り、親心を学ぶ。

· お嫁さんはよそに預け育ててもらっていた魂の子ども。実は実の娘より縁が深い。（養子、婿養子とても同じこと）

· 天があり、人は「世界一列皆兄弟」（この「世界」という言葉は鎖国の世の江戸末期のこと）
1） 胎教のときから親も学ぶ、「共育」
· ・胎教から共育は始まる。胎教と環境は大切　⇒親の心を見定めて子が親を選んでくる。お腹の中にいるときから別人格。

2） 15才までは健康(病気)も親の責任、20才過ぎれば子は成人。すべては「自分の責任」と教える
· ・三つ子の魂百までも（愛情-コミュニケーション能力第1、働き-身体能力、思いやり--社会性は三才までの共育の賜物）
· ・テレビやPCゲーム等のバーチャルな世界だけでなく､よく遊ばせ､｢狩猟･採取･飼育･栽培･加工｣の擬似体験⇒手伝い
· ・親も子もゆっくりと子の自立と子からの自立の道を歩む。運命は自分次第、全て自己責任。これを互いに学ぶ。
· ・親は心の成人、子どもの自主自律と自立を促す。宿命はスポンジで人生はクリーム。さてどんなケーキ=運命を作る？
· ・親と子のけじめをきっちり。親はいつまでも伝えたい事がある。相談される親になる。目指せ！名カウンセラー
3） 子どもの個性を見つけて、誉めて誉めて、誉めて伸ばす
· ・小さなことからも「気づき」と「伝え方」。

· ・小さなことからも「感謝」と「伝え方」。

· ・必要があるときはきっちり注意する。心配事を外で言い、恥をかかせない。アドバイスをするなら後でこっそりと。
4） 子ども同士は切磋琢磨と活かし愛–親は平等公平に。特別の縁あっての｢毛利元就の３本の矢｣｡兄弟は他人の始まり。
· ・兄弟といえども資質・性格が明らかに違う。違いを認め、それぞれを伸ばし、活かし愛。兄弟仲良しは親(天)の願い。

· ・子ども同士も特別な関係であることを理解していくように育てる。子どもがもめるも仲良くするも全て親の責任。

5） 感謝の合掌するたびに手の５本の指を見て、｢親心｣を感じ､生きる｢智恵｣を受け継ぐ。どこまでも感謝､尊敬
· ・親は順序・秩序を学び、親の姿を思い出し見て学び、子は親の姿を見て学び、知識ではなく｢智恵｣を末代に伝える。

· ・家族はご縁。人生最初の社会を学ぶ場。お父さん、お母さん、お兄さん、お姉さん、子ども…親と子と孫は後継者。
情の世界、心の世界にも確かなルールがあります。親子、兄弟関係の悩みで、どうしても自分に落ち度がないのに…と思っている方はまず私に騙されてください。先に自分から｢親には謝り、心から感謝｣するのです(｢前世｣からの借りを返すと思えばいいのです)。
同様に、子どもにも｢自分から謝り、心から感謝｣するのです。それを1週間～１か月続けます。さらに、親を大先祖様と思って接するのです。実際、先祖の誰一人欠けても今の私はいないのです。また、親は自分の前世の姿を見、恩を知る鏡でもあります。また、子どもは希望であり自分の来世の姿を見る鏡でもあります。ですから、親よりもっともっと幸せになってもらいたいものです。子はまさに「宝」であり、自分の家のだけでなく、今この時代にあっては一層、世界・地球の宝なのです。今のままでは無理だと思ったら相手にそう宣言しても構いません。とにかく氏神様だ！お宝様だ！儀式だ！と思って接し方を変えるのです。すると不思議なことがおこります。
⇒「ホ・オポノポノ」「鏡の法則」　⇒　「理のある五つの法則」はそれからでも決して遅くはありません。
ぜひお試しください。　　夢の見続け方、夢の実現の仕方を学び合い、迷路に迷い込んだら支え合えるところが　当方　幸せ研究所　知多クリック内　　http://www.chitac.com/　　以上皆みな様からの学びです。ありがとうございます。2008.6.19

